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平成 16年度 日本色彩学会 関西支部大会

池田光男先生Judd賞受賞記念講演会

関西支部

　関西支部主催の第 1回支部大会は、納谷嘉信先生 の

発案によ り昭和46 （1971 ）年、中央電気 クラブで開

催 されま した。以来、支部として 全国大会を担当 しな

い年 度に は支 部大 会を 開催 する こ と を恒例 と し、

2004 年度の支部大会は第23 回目の開催にあた D ま

す。

　今回の 開催日は 2005 年2月9日 （水）、開催場所は

JR京都駅前のキ ャ ン パスプラザ京都 、参 加者 は正 会

員
・学生会員

・一
般 を含め 53 名 で した。発表件数 は

］0件、うち関東地 区か らも 2件の参加があ り、活発な

論議が な さ れ ま した 。発表内容は 下記各セ ッ シ ョ ン の

概要を参照願 います。

　関西支部大会で は、口 頭発表に続き特別講演をお く

こ と が特徴の ひ と つ で したが、今回は特 別講演 にかえ

て、2003 年度 にJUDD 賞を受賞された池田光男先生

に、JUDD 賞受賞記念講演をお願い しました 。 い うま

で もな くJUDD 賞は、世界的な色彩研究に授与される

もので、第 1回 （1975 ）の受賞者は Nickerson、以下

Wright、　 Wyszeckl、　MacAdam 、　 Hurv「ch ＆ Jameson

な ど、名だたる色彩研究者が受賞者と して 名を連ね

てい ます 。 授賞は 1度の例外を除き 2年毎 に行われて

い ます が、2003 年 まで の 14 回 の 授 賞中、日 本 人 と

し て は 池 田 先生 の ほ か 、1989 年 印東 太郎先生 、

1993 年納谷嘉信先生の 3名の受賞者を数えます。こ

の こ と は 、日本色 彩学会 と して 大 い に 誇 る べ き 業績 と

い わねばな りません 。 な お大変興味ふかか っ たJUDD

賞受賞記念 講演 「照 明認識空 間の概念に基 づ く色 の見

えの説明 、予測、実験」の 内容は、池田先生 よ り本号

に寄稿い ただい て お りますの で、ご参照ください 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：緒方康 ＝ ）

（日　時）2005 年2月9日（水）10 ： 15〜16 ：30

（会　場）キャ ン パ ス プラザ京都　4 階第4講義室

（次　第）開会の辞　　支部長　緒方康 二

〈 関西支部大会〉

第 1セ ッ シ ョ ン　座長　井上正之 （広島工業大学）

（1）感性語と画像の色彩による関連付けと画像検索へ

　　の応用

　　　　　　　 北島吾郎 （大阪電気通信大学大学院）

　　　　　　　　　　 土居元紀 （大阪電気通信大学）

　様々なメディ アがコ ンピュ
ー

タ ネ ッ トワ
ー

クを介 し

て配信されるようにな り、今まで 個別に扱われて きた

画像 、音楽 、文章 等 の メ デ ィ ア に 対 し、関連付 け を行

っ て 相互検索を行 う必要性が生 じて きた 。 筆者らは、

決ま っ た メ デ ィ ア 間だけ で はな く、様々なメデ ィ ア 間

での関連付けに応用で きる とい うこ とを考慮 して 、感

性語を介 した メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ間の 関連付けに注 目

した 。そ こで 、色 彩による画像と感性語の 関連付け、

またそ れを応用 した類似画像検索の
一

手法を提案 し

た 。 本手法では、感性語をそれに対応す る画像群の色

相、彩度、明度に関する色彩 ヒス トグラム で 表 し、画

像の色彩 と感性語の色彩 ヒス トグラム との相関関係を

調べ る こ と で画像の 持つ 印象を表現する 。 そ して、さ

ら に 画像とそ の 画 像の印象を表す感性語 に対応 して

いる画像群との相関関係を調べ る こ とで 、印象が
一
致

し か つ 色 彩が類似 し た 画像を検索す る こ と が で き る

シ ス テムを構築した。

（2）光学的 モ デルに基づ い た フ ァ ン デーシ ョ ン塗布色

　　の推定

　　　　　　　 大槻理恵 （大阪電気通信大学大学院）

　　　　　　　　　　 土居元紀 （大阪電気通信大学）

　化粧効果 を考える上で化粧品 を皮膚に塗布した と

きの色 （化粧品塗 布色）の 予測 は重要 で あ る。そ こ で 、

本 研究で は化粧品の光 学的特性 や素肌の色 が化粧品

塗 布色に ど の よ うに 影響する か と い うこ とを考慮 し、

皮膚と化粧品塗膜層の 2層の光学的モデル に基づいた

フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン 塗布色の推定手法を提案する。

　提案手法は Kubelka− Munk 理論に基づ い てお り、化

粧品の 分光反射率から算出した散乱係数、吸収係数と

素 肌の分光 反射率 を用 いて化粧品塗 布肌の分 光反射
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率を推定す る。

　実際に被験者 5名に対 し、6色の フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン

を塗布した肌と素肌の 分光反射率を計測 し、算出 した

係数を用いて化粧品塗布色の分光反 射率を推定 した 。

　そ の 結果、精度 の高い 分光反射率の 推定を行うこ と

が で きた。また、推定手法を応用 して、頬を対象に素

肌の分光 反射率 か ら化粧品塗布 色の推定 を行 っ て 表

示する GUIを作成 した。

第2セ ッ シ ョ ン　座長　松田　豐

（3 ）
‘‘

聖なる色彩文化
”
と

“

俗なる色彩文化
”一遺伝子

　　が
‘’
俗な る色彩文化

”
を つ くっ た一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡崎信雄

（OKAZAKI 　Physical　Analysis　Consulting　O幵ice）

　古典的精神文化であ る禅仏教の影響 を色濃 く受け

た不完全 の美 に古色や古拙 味がともなう、わび ，さび、

渋みの 色彩空間にた い し、そ の対極に位置する極彩色

の六色 （赤、黄 、緑、青 、黒、白）に彩 られた色彩空間 、

こ の 二 極化 した色彩空 間を
’
聖 なる色彩文化

”
、
L’
俗な

る色彩文化
”
と し て と らえ、

’
俗 な る色彩文化

’1
は遺伝

情報 の支配す る色 覚進化 と深 い関係が ある ことを示

す。神と
’
俗 なる色彩文化

”
との 深 い つ なが り、色覚バ

リア
ーフ リ

ー
な

L
聖 なる色彩文イビにつ い ても論ずる 。

の基本色名の原義にも内在 して い る。

（5）慣用色名の 日中比較研究一物体色 の表現 にお け る

　 色名の使われ方を中心に
一

　林嵐娟（大阪市立大学大学院）、佐藤昌子 （畿央大学）

　
11
質用色名は、生活や文化と深く関わるため、国や地

域が異なる と、同 じ物体名に由来する色名 で もそ こ か

ら思い浮かぶ色が異なる場合がある。物体色の表現

にお ける色名の 使わ れ方に つ い て も同 じような こ と

が考え られ る 。 日本 と中国の慣用色名の うち、両 国で

対応する 「物体色」につ い て 、大学生 （日本 ］35 名、中

国 100 名）を対象に、物体名か ら思い 浮かぶ色の表現

調査 を行 っ た 。 その結 果、両国 とも 「基本語 」に基 本

色名が最も頻繁 に 用 い られ る こ と、及 び、「修飾語」に

色の三 属性に関する表現 が最も多 いことが明 らかに

な っ た。この こ とは、基本色名が物体色 の表現 におい

て 重要な役害ljを担うこ とと共に、色相
・
明度・彩度 の三

属性の認識が両国で 似てい る ことを示唆する 。

一方、

両国にお い て 慣用色名の使用率は異な り、日本で は中

国 の 2倍以上 で あ っ た。そ の 理 由と して 、日本で は慣

用色名 が適宜改 訂され て実 生活 に適 したもの にな っ

て い る の に対 し、中国の 慣用色名は収録 され て か ら久

しく実生 活とかけ離れ てき て い るからと推測され る 。

（4 ）現代英語 の 基本色名の 語源 と意味
一

日英比較表現

　 論 の視点か ら
一

　　　　　　 吉村耕治（関西外国語大学短期大学部）

　現代英語 の 基 本色名httteに は 、「明る い青」と 「暗い

青」があ る 。 古英語 に存在 した青色は 「暗い青」（dark

blueを表す 1）tcehcetven，　hlreVi，en など）の みで、英語の

言語資料 に 「明る い青」が現 れるのは、1203 年 の初

出例とされ る bltieが古フラ ンス語か ら借用 された時

で ある。brown は、印欧祖語 の ＊bher （bright，　brown）

やゲル マ ン祖語
＊hrfina：・に由来する が、　 hyrnan （to

burn；燃 える）の過去分詞形 hurnen （bumedi 燃えた）

の 音位転換に よ っ て 生 じ て い る 。hre”
・
llが茶色だ け で

はな く、黄色か ら黒に近い色までを含んで い るのは、

「燃えた」を原義に して いる こ とに起因す る。経験の

言語 で あ る 基本色名は 、意 味領域が広 く、叙述用法だ

けでな く、弁別用法の頻度が高い 。 biaCJk，　ivhite ，望 醐

btue，　brown，　y躍 o 副ま、「燃 える」を基軸 に した明暗 に

関係する語から生 じており、古代日本語の固有色名シ

ロ 、クロ 、アカ、ア オが顕 、暗、明 、漠を原義に して い

るの と同様 に、明と暗、顕と漠 という二 項対立が英語

131

第3 セ ッ シ ョ ン　座長　佐藤昌子 （畿央大学）

（6 ）絹糸の テクスチ ャ
ー

と光沢 に 関す る 研究

　　　　　　　　　　　　　　　　森田美穂 （院生）

　　　　鈴木健一＊、新井宏俊
＊、馬場護郎

＊、側垣博明

　　（女子美術大学、＊ 株式会社 村上色彩技術研究所）

　臼本刺繍で扱われる絹糸 の 特性 つ い て 、色彩科学と

被服繊維研究領域 を観点に調 査、実験を実施 した 。 試

料は、Eヨ本刺繍用 絹糸 16 色、綿糸4 色、綿パール糸4

色 を厚紙 に手動で 巻いた も ので あ る 。 調 査方法は、

Osgood の SD一法を用い て 、7名の 被験者に評価さぜた。

実験内容は、2 つ の機器測定であ る 。 1つ は村上色彩

技術 研 究所 の 三 次元変角分光測色 シ ス テ ムGCMS −3B

を本実験に使用 した 。 予備実験では分光式色彩計SE−

2000 を用 い て、模擬実験を行 っ た 。 また、絹糸の形

状を確認するため、東京藝術大学 美術研究科保存科学

研究室の走査型電子顕微鏡 〔SEM ）を使用した。視感

評価結果 は、因子分析 、クラ ス タ
ー

分析 の 2つ の 分析

結果を総合的に解釈 した 。物理 測定において本実験

で は 、視感評価実験で の 設定条件と 同
一

条件 （入射角

0
°一受光角45 °

．縦横の双方向提示）分光反射率を測
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